八 1 ) 

耕 平 は 髪 も 角刈りで、 おとなの くせに、 今日は 朝 か 

ら 口笛な ど を 吹いて ゐ ます。 

畑の 方の 手が あいて、 こゝ 二三 日 は、 西の 野原へ、 

葡萄 をと りに 出られる やうに な つたから です。 

とだな 

そこで 耕 平 は、 うしろの まつ 黒 戸棚の 中から、 兵隊 

の 上着 を 引っぱり 出します。 

一 等卒の 上着です。 

いつでも 野原へ 出る とき は、 きっと こいつ を 着る の 

です。 



んで、 却って 気の毒な くら ゐ です。 

その 気の毒な そら か、 すきと ほる 風 か、 それともう 

たう もろこし 

しろの 畑のへ りに 立って、 玉蜀黍の やうな 赤 髪 を、 ぱ 

ちゃば ちゃした 小さな はだしの 子ども か 誰か、 とに か 

く 斯う 歌つ てゐ ます。 

「馬 こ は、 みんな、 居な ぐな た。 

ま つい 

仔つ こ 馬 もみん な随 いで 行た。 

いまで あ 野原 もさ あみ しん 〔# 「ん」 は 小 書き U 

ぢゃ、 

草ぱど ひでりあめ ばが りご 

実は 耕 平 もこの 歌 をき きました。 ききました から 



(二) 

ぐんじ やう 

夕方です。 向 ふの 山 は 群青い ろの ごく おとなしい 

なまこ 

海鼠の やうに よこにな り、 耕 平 はせ なかいつ ぱい 荷物 

をし よって、 遠くの 遠くの あくびの あたりの 野原から、 

だんだん 帰って 参ります。 しょって ゐ るの はみ な野葡 

萄の 実にち が ひありません。 参ります、 参ります。 日 

暮れの 草 を どしゃ どしゃ ふんで、 もうす ぐ そこに 来て 

ゐ ます。 やって来ました。 お早う、 お早う。 そら、 

耕 平 は、 一 等 卒の服 を 着て、 



野原に 行って、 

葡萄 を いっぱい とって 来た、 い、 だら う。 

「ふん。 あだり まい さ。 あだり まいの ごと だん 〔# 

「ん」 は 小 書き〕 ぢゃご 耕 平が 云って ゐ ます。 

さう です とも、 けだし あたり まへの ことです。 一日 

いっぱい 葡萄ば かリ 見て 、 葡萄ば かりとって、 葡萄ば 

かり 袋へ つめこみながら、 それで 葡萄が めづ らしい と 

云 ふの なら、 却って 耕 平が いけない のです。 

(三) 



ま ^9 

「お、、 青い 青い、 見る見る ご なんて 云って ゐ ます。 

その 黒光りの 房の 中に、 ほんの 一 つか 二つ、 小さな 青 

い つぶが まじ つ てゐ るので す。 

らんしゃ うせき 

それが 半分す きと ほり、 青くて 堅くて、 藍晶石より 

奇麗です。 あっと、 これ は 失礼、 青ぶ だう さん、 ごめ 

ん なさい。 コンネ テク カット 大学 校 を、 最 優等で 卒業 

しながら、 まだ こんな こと 私 は 云って ゐ るので すよ。 

みなさん、 私が いけなかった のです。 宝石 は 宝石です。 

青い 葡萄 は 青い 葡萄です。 それ を くらべ たりなん かし 

て 全く 私が いけない のです。 実際 コンネ テク カット 大 



学校で、 私の 習って きた こと は、 「お前 はきよ ろき よろ、 

自分と 人と をば かリ くらべ てば かり ゐて はならん ご 

とい ふこと だけです。 それで 私 は 卒業した のです。 全 

くどう も 私が いけなかった のです。 

をけ 

いや、 耕 平さん。 早く 葡萄の 粒 を、 みんな 桶に 入れ 

て、 軽く 蓋 をして おやすみなさい。 さよなら。 

(四) 

あれから 丁度、 今夜で 三日になる のです。 

おとなしい 耕 平のお かみさんが、 葡萄の は ひった あ 



「ぢ や、 今年 あ、 こいつ さ 砂糖 入れる ベな ご 

「罰金 取らへ らんす ぢゃご 

「うんに や。 税務署に 見つけら へれば、 罰金 取らへ る。 

見つけら へない ば、 すつ こすつ こど 葡ん 〔# 「ん」 は 小 

どし ゆ の 

書き〕 萄 酒呑む ご 

かぐ 

「なじよ して 蔵して 置ぐ あん 〔# 「ん」 は 小 書き〕 す。」 

こんに や びん 

「うん。 砂糖 入れで、 すぐに 今夜、 瓶 さ 詰めで しむべ 

ぢゃ。 そして 落しの 中 さ 置ぐ ベす さ。 瓶、 去年な のな、 

あつたた ぢゃ なご 

「瓶 は あらんす ご 

せん 

「そだら 砂糖 持って こ。 喜 助 あ 先 どな 持って来 たけ あ 



ラ します。 おかみさん は 足 もとの 板 をはづ して 床下の 

落しに 入って、 そこから こっちに 顔 を 出しました。 

耕 平 は、 

「さあ、 い、 が。 落すな。 瓶の 脚 揃え でげ ごなんて 云 

ひながら、 それ を 一 本づ つ 渡します。 

耕 平 は、 潰し 葡萄 を 絞り あげ、 

砂糖 を 加へ、 

びん 

瓶に たくさん つめこんだ。 

と 斯う 云 ふわけ です。 

(五) 



「ぢ や、 今の 音 聴 だが ご 

「何 だべ あんす ご 

「きっと どの 山が 噴火 ン 〔# 「ン」 は 小 書き〕 したな。 

秋 田の 鳥 海山 だべが。 よっぽど 遠ぐ の 方 だよ だぢゃ 

いご 

「ボッ ご 音が また 聞え ます。 

「は あで な、 又 やった。 きたいだ なご 

「ボッ ご 

「をお がしな ご 

「どご だべ あん 〔# 「ん」 は 小 書き〕 すご 

「どごで もい がべ。 此処まで 来ない がべ ご 



それからず うつと しばらくたって、 又 音が します。 

それから しばらくし ばらくたって から、 又 聞え ます _ 

その 西の 空の 眼の 痛い ほど 光る 雲 か、 すきと ほる 風 

か、 それとも 向 ふの 柏 林の 中には ひった 小さな 黒い 

影法師 か、 とにかく 誰かが 斯う 歌 ひました。 

を どで な 

「 一 昨日、 みい ぞれ 降つ たれば 

す y らんの 実い、 みんな 赤ぐな て、 

雪の 支度の しろう さぎ あ、 

きいら りき い らど歯 あ みがぐ。 」 

ところが 

「ボッ ご 



音 はま だ やみません。 

耕 平 はしば らく 馬の やうに 耳 を 立てて、 じっと その 

方角 を 聴いて ゐ ましたが、 俄かに 飛び あがりました。 

ぶ だう しゅ 

「あつ 葡萄酒 だ、 葡萄酒 だ。 葡ん 〔# 「ん」 は 小 書き U 

萄酒 はじけで る ぢゃご 

家の 中へ 飛び込んで 落しの 蓋 をと つて 見ます と、 た 

しかに 二十 本の 葡萄の 瓶 は、 大抵 はじけて 黒い 立派な 

葡萄酒 は、 落しの 底に ながれて ゐ ます。 

ももひき 

耕 平 はすつ かり 怒って、 かるわざの 股引の やうに、 

半分 赤く 染まった 大根 を 引っぱり 出して、 いきなり 板 

の 間に 投げつ けます。 



さあ、 そこで こんど こそ は、 

耕 平が、 そっとし まった 葡萄酒 は 

順序た V しく 

みんな はじけて なくなった。 

と 斯う 云 ふわけ です。 

どうです、 今度 も 耕 平 はこの 前のと きの やうに 

あひこ 

「ふん、 一 向 さっぱり 当り前 あだん ぢゃご と 云 ひます 

か。 云 ひ はしません。 参った のです。 
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